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位相変調型時系列コリニアホログラフィックメモリーは、その名の通り時系列方式と位相変調

型という 2 つの特徴を持ったコリニアホログラフィックメモリーである。情報を複数の 2 次元デ

ジタルデータにコーディングしてそれらを独立に読み出す通常の方式（ページ方式）と異なり、

時系列方式では情報を多チャンネルの時系列信号にコーディングし ON 信号・OFF信号の「長さ」

を情報とする(Fig.1)。ページ方式では各データページを独立に読み出すのに十分なシフト間隔を

とって記録を行う。一方、時系列方式では空間的に連続な ON・OFF 信号をつくるためにページ

方式よりも小さいシフト間隔で記録を行う。再生時は記録メディアを等速でシフトさせながら空

間的に連続な信号を読み出すことで時系列信号を得る。ページ方式の信号は信号長がシフト間隔

の整数倍に限定された時系列信号と等価である。これに対して時系列信号は信号の切り替わり位

置の目盛をより細かくした信号とみなすことができ、したがって記録密度が向上する。情報を信

号長で表現する方法としては Blu-rayでも用いられている、信号長の最小単位を 1T として 2T～8T

の 7 通りの信号長を用いる方法を採用している。記録密度をより高くするためには 1T の長さを短

くする必要があるが、強度変調型の時系列方式では信号長が短くなると再生光強度が減少してし

まうことが知られており[1,2]、短い ON 信号がノイズに埋もれてしまう可能性や、ON・OFFを判

別する閾値の設定が難しいという問題が生じる。それに対し、強度は常に一定で位相が 0 または

πの光を使って情報を表現する位相変調型では、再生光の位相を測定して情報を読み出すため、

信号長が短いために再生信号（位相）が減少するということが生じず、強度変調型に比べて 1T 長

を短くできる可能性がある。今回我々は数値計算によって Fig.2のように記録した位相が正しく読

み出されることを示した。本発表では位相変調型時系列コリニアホログラフィックメモリーの再

生信号について数値計算で評価した結果を、強度変調型の場合との比較を交えて説明する。 
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Fig.1 Coding of multi-channel time series signal Fig.2 Calculated reconstructed signal 
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